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今月の

法律相談日

6月17日(木〉

9時30分-15時

市役所市民根談室

お気軽にどうぞ

交通事故相談日

6月22日(火)

10時"-'15時
市役所第 1会議室

なる べく事故に関
係の書類をど持参
ください
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;--ー 米作りという仕事は、日本人にとって遠い昔から、いち山汁

! ばん大きな仕事であり、日本最古の産業であります。~
j 工業の発達した乙んにちでも、やはり重要な産業である j 

j 乙とには変わりありません。

{ 農繁期lζは1日5.000カロリーもエネノレギーのいる日が

i たびたびで、米麦がおもであとは、つけものや、みそしる

i という農繁期の食事では、 1日約1キロ 400グラムcl升

1 の米麦を食べてもたりないくらいです。~
j ほんとうに皆さんどくろうさまです。~
jーャどうか乙としもよいお米がとれますように。 ー~t

はじまった田植え 黒木にて

;いよ:いよ農繁期 三
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毎月 1日・10日・20日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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を

あ

そ

り

'つ

患

者

に

l

C

U

 
(

集

中

強

化

治

療

棟

)

開
設
が
急
が
れ
て
い
た
二
つ
の

新
鋭
医
療
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

I
C
U
(
集
中
強
化
治
療
棟
)

は
手
術
後
の
重
症
患
者
・
薬
物
中

毒
・
多
量
の
出
血
(
脳
出
血
・
胃

腸
出
血
)
交
通
事
故
に
よ
る
頭
部

外
傷
・
心
筋
こ
う
そ
く
・
急
性
心

不
全
な
ど
、
一
刻
を
あ
ら
そ
う
患

者
を
収
容
し
治
療
す
る
施
設
で
す

が
、
乙
の
施
設
に
収
容
す
る
患
者

参
議
院
議
員
選
挙

⑥ 

棄

権

し 自動監視装置(手前)と最新医療機械

は
早
期
治
療
が
絶
対
的
に
必
要
と

な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
乙
の
施
設
に
は
患
者

の
心
電
図
・
脳
波
・
血
圧
・
呼

吸
・
脈
は
く
・
体
温
な
ど
同
時
に

は
か
り
記
録
で
き
る
当
院
独
自
の

考
案
に
よ
る
自
動
集
中
監
視
装
置

で
、
乙
れ
に
よ
っ
て
二
十
四
時
間

患
者
の
容
体
そ
の
他
を
監
視
し
症

状
を
把
握
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
治

療
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
室
内
の

完
全
殺
菌
装
置
・
酸
素
・
笑
気
・

圧
縮
空
気
・
吸
引
等
の
配
管
設
備

が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
低
体
温
装

置
・
自
動
呼
吸
器
な
ど
最
新
式
の

医
療
機
械
も
お
か
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
病
棟
の
特
色
は
患
者
の
状

態
に
応
じ
て
、
呼
吸
・
循
環
な
ど

専
門
の
医
師
全
員
で
チ
ー
ム
を
組

み
、
高
い
技
術
を
も
っ
た
看
護
婦

に
よ
っ
て
集
中
的
に
治
躍
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
急
性

重
症
患
者
を
じ

ゅ
う
分
に
監
視
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て

誰

に

ま

一日も早く社会復帰を

(機能回復棟)

県
下
で
も

少
な
い
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
(
機
能

回
復
棟
)
は

脳
卒
中
後
遺

症
と
か
、
む

ち
打
症
な
ど

の
交
通
事
故

機
能
障
害
・

五
十
肩
・
腰

痛
・
外
傷
の

治
療
を
積
極

的
に
行
な
う

施
設
で
す
。

乙
の
施
設
に

リハビリテーション

か

せ

る

国

の

か

じ

機能回復訓繰機械のいろいろ

は
電
気
治
病
原

・
水
治
療
・

機
能
訓
練
な

ど
が
あ
り
、

乙
の
施
設
が

な
い
た
め
回

復
治
療
が
思

う
よ
う
に
い

か
な
か
っ
た

患
者
に
と
ヮ

て
、
積
極
的

な
加
療
が
で

き
社
会
復
帰

が
早
め
ら
れ

る
乙
と
に
な

り
ま
す
。

患
者
の
治
療

に
あ
た
る
場
合

は
、
医
師
・
看
護
婦
・
訓
練
士
の

指
導
に
よ
っ
て
お
こ
な
い
ま
す
。

機
能
訓
練
に
は
歩
行
や
腕
の
訓

練
・
指
先
の
運
動
訓
練
の
機
械
が

あ
り
、
水
治
療
に
は
歩
行
訓
練
用

の
大
き
い
ふ
ろ
や
.
寝
た
ま
ま
入

浴
で
き
る
ハ
ー
バ
ー
ド
タ
ン
ク
・

全
身
に
シ

ャ
ワ
ー
を
あ
び
せ
て
刺

激
を
与
え
る
装
置
な
ど
が
あ
り
、

パ
ッ
ク
ウ

ォ
l
マ
!
、
パ
ラ
フ
ィ

ン
浴
な
ど
の
温
熱
治
療
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

I
C
U
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
完
成
に
よ
っ
て
、
患
者
の
み

な
さ
ん
が
一
日
で
も
早
く
社
会
復

帰
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

患者を寝たまま湯槽へ(ハバードタンクの一部)

⑥ 

六
月
二
十
七
円
一
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見

直

よ
く
見
1
よ

く

知

り

l
一一

よ
く
考
え
て
. ， 

参

議

院

議

員

選

挙

おおむら

六
月
二
十
七
日
に
は
三
年
ご
と

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

議
員
の
任
期
は
六
年
、
日
本
の

将
来
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
七
十

年
代
の
大
部
分
を
国
会
議
員
と
し

て
国
政
に
参
画
す
る
代
表
者
を
選

ぶ
選
挙
で
す
。

わ
た
し
た
ち
国
民
に
と
っ
て
き

わ
め
て
た
い
せ
つ
な
一
票
の
行
使

で
あ
り
ま
す
が
、
従
来
乙
の
選
挙

に
対
す
る
関
心
が
比
較
的
少
な

く
、
投
票
率
も
高
く
な
い
乙
と
は

ま
こ
と
に
残
念
で
す
。

市政だより(3) 

参
議
院
の
国
政
上
に
占
め
る
役

割
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
考
え
、

候
補
者

の
政
見
な
り
人
物
な
り
を
よ
く

見
、
よ
く
知
っ
た
う
え
で
、
よ
く

考
え
て
悔
い
な
く
六
年
ま
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
り
っ
ぱ
な
人
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

乙
ん
ど
の
選
挙
は
、
全
国
区
と

地
方
区
の
議
員
を
選
び
ま
す
の
で

ひ
と
り
で
二
つ
の
投
票
を
す
る
乙

と
に
な
り
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す。

そ

会
=-

院

甲つ
投
票
所
へ
の
お
出
か
け
は
、

ふ

だ
ん
着
や
仕
事
着
の
ま
ま
で
け
つ

こ
う
で
す
か
ら
、
棄
権
す
る
こ
と

な
く
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し

ょ・つ。
。
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
お
よ
び
選
挙
公

報
は
六
月
十
八
日
ご
ろ
に
町
務
連

絡
員
を
経
由
し
て
配
布
の
予
定
で

す
が
、
も
し
も
入
場
券
が
届
か
な

い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た

は
関
係
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

。
不
在
者
投
票

選
挙
は
、
有
権
者
が
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
投
票
日

に
投
票
所
に
行
ヮ
て
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
例
外

と
し
て
不
在
者
投
票
と
い
う
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
か
ら
、
投
票
日
に
投
票
区
の
区

域
外
で
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人

旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の
人
、
あ
る

い
は
、
病
気
、
妊
娠
、
老
衰
不
具

な
ど
で
歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人

(在
宅
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
〉
や

市
外
か
ら
大
村
市
に
転
入
し
、
ま

だ
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
な
い
人
(
本
年
三
月
二
日 選

意

義

と

価

値

の
ま
で
に
住
民
登
録
の
届
け
出
を
し

た
人
は
登
録
さ
れ
ま
す
)
な
ど
は

不
在
者
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ

、。/i区分 |投票率 |投 票 日 l回 1;戦

?乍里|古ア!?ヤ ~I+l if 
巴|大村市 169.73 1" 43. 7. 7 I 8172 @ 

?l三引七ト!?;:::2rl守
悦 I-~H;to;" 1 t:Cl nr: !.. 0' 0 I A I 結三l大村市 52.95 1" 31.7.81 l 果
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六
月
二
十
七
里

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
受
付

国
民
年
金
保
険
料
を
納
入
す
る

こ
と
が
困
難
な
か
た
で
保
険
料
の

免
除
を
希
望
す
る
か
た
は
毎
年
免

除
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

四
十
六
年
度
分
の
免
除
申
請
受

付
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

一
、
受
付
期
間
六
月
十
五
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で

て
受
付
場
所
市
保
険
年
金
課

ま
た
は
も
よ
り
の
出
張
所

一
、
持
参
す
る
も
の

印
か
ん

但
し
今
年
度
よ
り
新
た
に
免
除

申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
年
金
手

帳
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

i'子ども会の安全会が 1
一発足します一一:

子
ど
も
会

活
動
中
の
事

故
に
対
す
る

補
償
を
解
法

し
、
活
動
の

活
発
化
を
図

る
目
的
で
、

次
の
と
お
り

長
崎
県
子
ど

も
会
安
全
会

が
発
足
し
ま

す。

ム
実

施

主

体

長
崎
県
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会

ム
対
象
県
子
連
に
加
盟
し
た
子

ど
も
会
員
、
育
成
会
員
及
び
指

導
者

ム
会
費
一
人
年
額
三
十
円
戸
子

ど
も
、
お
と
な
と
も
)

ム
申
し
込
み
所
定
の
様
式
に
よ

り
市
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
む

こ
と

ム
給
付
範
囲
指
導
者
の
管
理
下

に
お
い
て
年
間
計
画
に
く
ま
れ

た
子
ど
も
会
活
動
中
に
生
じ
た

事
故
に
よ
る
死
傷
(
自
宅
よ
り

会
場
ま
で
の
往
復
の
途
中
も
含

む
)

ム
給
付
金
額
当
該
年
度
の
当
初

理
事
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

昭
和
四
十
六
年
度
は
次
の
と
お

りO
死
亡

十

万

円

。
傷
害
一
日
に
つ
き
二
百
円

(
但
し
、
六
日
以
下
の
場
合

は
支
給
し
な
い
)
最
高
三
万

六
千
円
、
最
低
干
四
百
円

ム
日発

足

昭
和
四
十
六
年
七
月

、 ‘・‘F

。コ
場

固 おと 参議院長崎
所 時り II 

イな丁

d2b2Z • 
大 ーハ」 すいま選県

村 月の量 ;寅午ー で選員

市後十ま多 挙

説
民 tニ で立会演説0) 

時か
会日け dzbz h 

か (く

館 ら)火ださ会を

い 次。

--

ム
そ
の
他

詳
し
い
乙
と
は
、
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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田

植

え

賃

金

市政だより

農
業
委
員
会
で
は
本
年
の
田
植

え
賃
金
の
標
準
を
次
の
よ
う
に
決

め
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
田
植
え
賃
金

当
た
り
食
事
っ
き 男

女
と
も
一
日

千
二
百
円

A
V

賃
耕
料

春
田
起
こ
し

植

代

掻

き

麦
田
起
こ
し 十

ア
ー

ル
当
た
り

二
千
五
百
円

千
二
百
円

千
八
百
円

少
年
剣
道
大
会

O
日
時

六
月
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時
J
午
後
四
時

O
場
所

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐

と
ん
地
練
心
館

(雨
天
決
行
)

O
参
加
地
区

中
央

・
鈴
田
・

竹
松
・
池
田
・

諏
訪

・
徴
神
堂
・

小
佐
古
・

松

原

・
福
重

・
古
町

O
参
加
者

約小

吉中
名学

生

団

員

募

集

あ
な
た
も
青
年
団
ヘ

市
青
年
団
で
は
、
広
く
仲
間
を

求
め
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
は

で
き
な
い
多
く
の
活
動
を
友
だ
ち

と
と
も
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

④
お
も
な
活
動

教
養
活
動
、
文
化
祭
ゃ
、
体

育
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
活
動

討
論
会
、
映
画
フ

ォ
ー
ラ
ム

そ
の
他
県
外
研
修
派
遣
、

各
種
大
会
派
遣
な
ど

④
申
込
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地区 |団 名 申 込 先 ITEL 

二 J且|三 浦青年団大村柏村郷上野拝 7241 
鈴田鈴田 1/ 1/ 岩松郷 森 雄三 7611 
玖島 玖 島 1/ 11 木場郷永田一富

菅瀬菅 瀬 11 1/ 中岳郷後藤満行 ~R19 

竹 訟 |竹 松 1-小路口掴田中正則 有1-15

福松 原童 福 重 H HH 草四場の郷郷 入入口口新清一美
松 原 H 9289 

甲つとりが寄付あー・1、
'--

したまざいー様

、ー

三
才
児

健
康
診
査
の
実
施

⑨
原
口
郷

一
O
六

O
番
地
の
永
尾
五
平

さ
ん
は
、
亡
妻
カ
メ
さ
ん
の
忌
明
に
当

た
り
清
和
圏

・
子
供
の
家

・
光
と
緑
の

園
の
各
施
設
へ
そ
れ
ぞ
れ
金
一

封
を

A
V
自
衛
隊
大
村
部
隊
本
部
勤
務
の
村
田

収
三
さ
ん
は
、
交
通
災
害
遺
児
に
見
舞

金
と
し
て
金
一

封
を、

善
意
銀
行
に
預

託⑨
玖
島
郷

一
六
八
番
地
の
村
川
武
寿
さ

ん
は
、
金
一
封
を
社
会
福
祉
事
業
へ

⑨
大
川
田
町
八
五

O
番
地
の
松
尾
武
さ

ん
は
、
亡
妻
静
子
さ
ん
の
忌
明
に
当
た

り
金
一

封
を
社
会
福
祉
事
業
へ

⑨
田
下
郷

一
五
四
七
番
地
の
田
中
登
茂

喜
さ
ん
は
亡
母
千
子
さ
ん
の
忌
明
に
当

た
り
萱
瀬
小
学
校
の
施
設
拡
充
の

一
助

に
と
金
一

封
を

そ
れ
ぞ
れ
ど
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
診
察
(
歯
科
検
査
を
含
む
)

伺
保
健
指
導

こ
と
し
の
三
才
児
の
健
康
診
査

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す。て
対
象
者

昭
和
四
十
二
年
八

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
七

月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

も
の
。

二、

検
診
内
容

付
身
体
測
定

三
、
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て

-4』
』
ム
コ

ノ
¥
J
J
4
C
JV

四
、
料
金
は
無
料
で
す
。

※ 

当
日
は
、
検
診
が

一
日
か
か

り
ま
す
の
で、

弁
当
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
(
但
し
、
三
浦

萱
瀬
地
区
を
除
く
)

O
検
査
手
数
料

ひ
と
り
に
つ
き
五
十
円

な
お
、
長
崎
県
食
品
取
締
条
例

第
三
条
に
よ
る
魚
介
類
及
び
そ
の

加
工
品
、
乳
肉
製
品
‘
(
乳
酸
菌

飲
料
等
を
含
む
)
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
類
、

豆
腐
及
び
加
工
品
、
弁
当

及
び
そ
う
菜
類
、
と
こ
ろ
で
ん
等

の
販
売
業
(
庖
舗
ま
た
は
行
商
)

の
登
録
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、

検
査
手
数
料
の
ほ
か
、
申

請
手
数
料
等

(
二
百
円
)
も
ど
用

意
く
だ
さ
い
。

日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

六

月

十

七

日

竹

松

出

張

所

六
月
二
十
一

日

松
原
出
張
所

O
対

象

者

六

月

二

十

三

日

大

村

保

健
所

食
品
の
製
造
、
調
理
、
販
売
等

※
な
お
、
時
聞
は
い
ず
れ
も
十
時

に
関
係
し
て
い
る
者
す
べ
て

か
ら
十
五
時
ま
で
で
す
。

食
品
関
係
営
業
者
の

健
康
診
断

(
赤
痢
検

便
)
の
実
施

い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
大
村
保
健
所
で
は
、
下

記
日
程
に
よ

っ
て
食
品
関
係
営
業

者
の
健
康
診
断

(赤
痢
検
便
)
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
こ
そ
赤
痢
の
な
い
明
る
い

町
づ
く
り
を
築
き
あ
げ
、
健
康
で

文
化
的
な
大
村
市
を
建
設
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
の

皆
様
方
の
格
段
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

22日 9:30"，11:00大 村保 健所

24日 9:30"'11:00市 役 所 大 会 議 室

25日 9:30-11:00市役 所大 会議 室

29日 9:30"，11:00市役 所大会 議室

7月 1日 9:30"'11:00市役所大会議室

2 日 9:30~叫市 役所大会議室
6日 9:30"'11:00市 役 所大会議室

所場施実実施月日 受 付 時 間 l
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